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札
幌
西
部
の
1
0
0
0
～
1
5
0
0

㍍
の
山
の
山
中
や
山
麓
に
、
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
を
行
う
た
め
の
山
小
屋
が
ピ
ー
ク
時

に
は
25
棟
程
度
あ
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら

昭
和
に
か
け
て
、
札
幌
・
定
山
渓
温
泉
を

核
に
小
屋
を
鎖
状
に
配
置
す
る
「
小
屋
の

鎖
（
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
・
ケ
ッ
テ
）」
構
想
に
沿
っ

て
建
設
さ
れ
た
山
小
屋
群
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
大
都
市
近
郊
の
一
つ
の
山
域
に

こ
う
し
た
ス
キ
ー
小
屋
が
集
中
的
に
建
設

さ
れ
た
の
は
、
世
界
で
も
類
例
が
見
当
た

ら
な
い
。
こ
の
構
想
に
沿
っ
た
ス
キ
ー
小

屋
づ
く
り
に
共
鳴
し
、
熱
い
思
い
を
傾
注

し
、
小
屋
を
使
っ
た
ス
キ
ー
大
会
開
催
な

ど
を
経
て
、
ス
キ
ー
振
興
へ
の
思
い
か
ら
、

理
想
を
散
り
ば
め
た
小
屋
建
設
も
実
現
、

小
屋
を
使
っ
て
多
様
な
利
用
に
取
り
組
ん

だ
人
物
が
い
る
。
そ
の
完
成
形
と
も
言
え

た
東
海
大
学
の
銀
嶺
荘
（
写
真
❶
）
が

2
0
2
3
年
6
月
、
解
体
さ
れ
た
の
を

機
に
、
こ
の
人
物
と
山
小
屋
を
巡
る
物
語

を
ま
と
め
た
い
。

代
用
教
員
か
ら
新
聞
記
者
へ

　

お
話
の
主
人
公
は
、
明
治
～
昭
和
に
活

躍
し
た
文
筆
家
で
あ
り
、
新
聞
記
者
で
あ

り
、
札
幌
ス
キ
ー
連
盟
草
創
期
の
幹
部
で

も
あ
っ
た
多
彩
・
多
能
な
人
物
、
河
合
裸ら

石せ
き（
1
8
8
3
～
1
9
4
1
年
・
写
真
❷
）

で
あ
る
。

　

裸
石
は
新
潟
県
三
島
郡
寺
泊
町
（
現
在

は
長
岡
市
の
一
部
）
生
ま
れ
で
、
本
名
・

七
郎
。
兄
3
人
姉
3
人
の
7
番
目
だ
っ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
誕
生

当
時
、
虚
弱
体
質
で
、
母
親
が
地
元
の
地

蔵
尊
「
裸
石
地
蔵
」
に
通
っ
た
た
め
、後
年
、

こ
の
名
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。
3
歳
当

時
、
豪
商
だ
っ
た
実
家
が
経
営
難
に
陥
り
、

両
親
や
き
ょ
う
だ
い

と
も
ど
も
、
親
戚
を

頼
っ
て
一
家
で
新
天

地
・
北
海
道
を
目

指
し
て
、
岩
見
沢
に

移
住
。
長
兄
が
小
樽

で
味
噌
・
醤
油
の
問

屋
業
を
営
む
よ
う
に

な
り
軌
道
に
乗
っ
て

生
活
が
安
定
し
た
た

め
、
裸
石
は
兄
に
引

き
取
ら
れ
て
小
樽
で

幼
少
時
代
を
過
ご
し
、

『
水
滸
伝
』
を
読
み
ふ
け
る
な
ど
文
学
少

年
と
し
て
過
ご
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
て

し
ば
ら
く
兄
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
後
に
上

京
し
て
、
東
京
で
英
語
、
簿
記
な
ど
を
身

に
付
け
た
と
い
う
。

　

1
9
0
5
年
（
明
治
38
年
）
に
北
海

道
に
戻
っ
た
裸
石
は
、
現
在
の
石
狩
市
厚

田
区
の
厚
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
代
用
教

員
と
し
て
赴
任
し
、
8
年
間
を
厚
田
で

過
ご
し
た
。
厚
田
在
任
中
に
は
、
当
時
ニ

シ
ン
景
気
に
沸
い
て
い
た
厚
田
周
辺
、
特

に
景
勝
地
・
ル
ー
ラ
ン
海
岸
や
内
陸
地
の

濃ご
き
び
る昼

山
道
周
辺
を
く
ま
な
く
探
索
し
、
河

合
裸
石
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
小
説
的
紀
行

集
『
ル
ー
ラ
ン
』（
小
樽
・
近
江
堂
か
ら

1
9
1
2
年
刊
）を
刊
行
し
た
。
14
年（
大

正
3
年
）
か
ら
4
年
間
、
小
樽
新
聞
社

の
記
者
を
務
め
た
後
、19
年
（
大
正
8
年
）

に
北
海
タ
イ
ム
ス
社
に
転
じ
て
、
同
年
12

月
に
は
社
会
部
長
に
就
任
。
コ
ラ
ム
「
熊

の
目
」
欄
を
設
け
る
な
ど
紙
面
刷
新
に
力

を
注
い
だ
。

　

取
材
の
た
め
に
航
空
機
導
入
を
進
め
た

こ
と
で
27
年
（
昭
和
2
年
）
に
は
事
業

部
長
を
兼
任
、
35
年
（
昭
和
10
年
）
に
は

事
業
部
長
専
任
と
な
っ
た
が
、
41
年
（
昭

和
16
年
）
3
月
、
胃
が
ん
の
た
め
現
職
の

ま
ま
57
歳
で
死
去
し
、
北
海
タ
イ
ム
ス
社

と
し
て
の
社
葬
が
営
ま
れ
た
。

　

裸
石
は
、
新
聞
社
勤
め
に
な
っ
て
か
ら

も
、
旺
盛
な
執
筆
・
著
書
刊
行
に
取
り
組

み
、『
熊
の
嘯

う
そ
ぶ
き』『

江
差
松
前
追
分
節
』『
手

宮
の
古
代
文
字
』『
ア
イ
ヌ
の
炉
辺
物
語
』

『
蝦
夷
地
は
歌
ふ
』
な
ど
の
書
籍
を
刊
行

し
て
い
る
。

ス
キ
ー
の
先
達
者
と
し
て

　

日
本
国
内
で
の
ス
キ
ー
術
の
ス
タ
ー

ト
、
つ
ま
り
伝
来
は
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
軍
人
、
テ
オ
ド
ー

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
（
1
8
6
9
〜

1
9
4
5
年
）
が
、
1
9
1
1
年
（
明

治
44
年
）
1
〜
3
月
に
新
潟
県
高
田

町
（
現
在
の
上
越
市
）
で
旧
日
本
陸
軍
第

十
三
師
団
の
将
校
ら
14
人
と
民
間
人
ら

3
3
人
に
対
し
て
、
さ
ら
に
翌
12
年
（
明

治
45
年
）
2
〜
3
月
に
は
北
海
道
の
旭

川
町
（
現
旭
川
市
）
で
旧
陸
軍
第
七
師
団

の
将
校
と
有
志
33
人
に
対
し
て
、
ス
キ
ー

講
習
を
行
っ
た
こ
と
が
起
点
と
な
り
、
新

潟
と
北
海
道
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
と
い

う
歴
史
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ス
キ
ー
術
伝
来
の
18
年

前
の
1
8
9
3
年
（
明
治
26
年
）
ご
ろ
、

当
時
、
小
樽
で
10
歳
だ
っ
た
裸
石
は
、
ロ

シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い

た
近
所
の
漁
民
か
ら
シ
ト
＝
ス
ト
ー
（
幅

5
寸
＝
約
1
5
㌢
、長
さ
5
尺
＝
約
1
・

5
㍍
の
板
の
裏
に
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
を
張
っ
た

原
始
的
な
ロ
シ
ア
式
ス
キ
ー
）
を
土
産
に

も
ら
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

裸
石
に
は
、
こ
う
し
た
ス
キ
ー
の
原
体

験
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
厚
田
で
代
用
教

員
、
小
樽
と
札
幌
で
新
聞
記
者
と
し
て
働

い
て
い
た
大
正
―
昭

和
初
期
は
、
レ
ル
ヒ

の
旭
川
で
の
ス
キ
ー

講
習
会
が
き
っ
か
け

で
設
立
さ
れ
た
北

大
ス
キ
ー
部
の
活
躍

と
、
同
ス
キ
ー
部

が
核
に
な
っ
て
設
立

さ
れ
た
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
な
ど
を
介

し
て
、
ス
キ
ー
が
一

般
大
衆
の
余
暇
と
し

て
急
速
に
普
及
し
て

い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ス
キ
ー
の
普
及
は
、
ス
キ
ー
の
原

体
験
を
持
っ
て
い
た
裸
石
自
身
に
も
強
く

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
日
本
国
内
の
ス
キ
ー
草
創
期
を
支
え

た
北
大
ス
キ
ー
部
員
と
卒
業
生
、
教
員
ら

と
も
数
多
く
の
接
点
を
持
ち
な
が
ら
、
裸

石
が
道
内
各
地
の
山
々
で
ス
キ
ー
に
興
じ

た
こ
と
は
、
昭
和
初
期
の
北
海
タ
イ
ム
ス

紙
面
や
著
書
『
蝦
夷
地
は
歌
ふ
』
か
ら
う

か
が
え
る
。

　

1
9
2
7
年
（
昭
和
2
年
）
12
月
～

28
年
（
昭
和
3
年
）
1
月
の
「
ニ
セ
コ

の
峰
下
へ　

あ
の
頃
の
思
ひ
出
」（
4
回
連

載
）、
28
年
1
月
の
「
奥
手
稲
の
理
想
郷

へ　

ス
キ
ー
ヤ
ー
に
の
み
恵
ま
れ
た
壮
麗

な
冬
の
山
」（
3
回
連
載
）、
29
年
（
昭
和

4
年
）
の
「
手
稲
山
ス
キ
ー
行
」（
3
回

連
載
）
な
ど
の
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
面
か
ら

は
、
北
大
ス
キ
ー
部
の
学
生
た
ち
以
上
に
、

足
し
げ
く
札
幌
西
部
の
山
や
ニ
セ
コ
方
面

の
山
に
相
当
な
回
数
、
ス
キ
ー
登
山
に

入
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ス
キ
ー
の
た
め
の
山
小
屋

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
、
札
幌
で
は
、

1
9
2
4
年
（
大
正
13
年
）
に
欧
州
留

学
を
経
て
北
大
医
学
部
に
赴
任
し
た
大
野

精
七
が
ス
キ
ー
部
長
に
就
任
し
て
以
降
、

定
山
渓
温
泉
を
核
に
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
た

め
の
山
小
屋
を
鎖
状
に
つ
な
ぎ
、
札
幌

鉄
道
局
と
定
山
渓
鉄
道
の
鉄
路
も
生
か
す

「
山
小
屋
の
鎖
（
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
・
ケ
ッ
テ
）」

構
想
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
。

　

大
野
に
加
え
、
ス
イ
ス
へ
の
留
学
経

験
が
あ
る
北
大
医
学
部
教
授
の
山
崎

春
雄
、
北
大
予
科
の
ド
イ
ツ
語
教
師

だ
っ
た
ス
イ
ス
人
ア
ー
ノ
ル
ド
・
グ
ブ

解体前の銀嶺荘と
　第３代管理人の竹本勝さん

2022 年 12 月

❶

河合裸石
　空沼小屋の前で

1935 年頃

❷

❸
1928 年建設の中山ヒュッテ

今は痕跡すらない

山小屋に新たな
息吹を吹き込んだ

河合 裸石
　黒川  伸一



5

ヌプリ 第 54号

4

ラ
ー
、
当
時
札
幌
に
住
ん
で
い
た
ス
イ
ス

人
建
築
家
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ン
デ
ル
ら
ス
イ

ス
人
脈
が
意
気
投
合
し
て
26
年
（
大
正
15

年
）、
手
稲
山
に
ヒ
ン
デ
ル
が
設
計
し
た
ス

キ
ー
仕
様
の
国
内
初
の
ス
イ
ス
式
山
小
屋
、

手
稲
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
を
建
設
し
た
こ

と
が
そ
の
嚆こ

う
し矢
と
な
り
、
翌
27
年
（
昭
和

2
年
）、
朝
里
岳
南
に
同
じ
く
ヒ
ン
デ
ル

設
計
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
ヒ
ュ
ッ
テ
が
建
設
さ

れ
た
。
そ
し
て
28
年
（
昭
和
3
年
）
2

月
、
昭
和
天
皇
の
弟
、
秩
父
宮
が
来
道
し
、

手
稲
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
と
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ

ア
ヒ
ュ
ッ
テ
に
泊
ま
っ
て
、「
僕
も
一
つ
造
る

か
ら
場
所
を
見
つ
け
て
設
計
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
こ
と
で
、「
山
小
屋
の
鎖
」
構
想

が
一
気
に
加
速
し
た
感
が
あ
る
。

　

こ
の
年
の
11
月
、
道
の
官
製
組
織
で

あ
る
北
海
道
山
岳
会
が
中
山
峠
近
く
に
、

秩
父
宮
か
ら
の
御
下
賜
金
を
元
に
中
山

ヒ
ュ
ッ
テ
を
建
設
し
た
（
写
真
❸
❹
）。
ほ

ぼ
前
後
し
て
、
空
沼
岳
北
の
平
坦
地
に
、

秩
父
宮
の
意
向
に
沿
っ
て
同
じ
く
宮
家
の

資
金
で
空
沼
小
屋
（
宮
様
ヒ
ュ
ッ
テ
、
秩

父
宮
ヒ
ュ
ッ
テ
・
写
真
❷
）
を
、
さ
ら
に

朝
里
岳
北
西
の
沢
沿
い
に
小
樽
ス
キ
ー
倶

楽
部
が
朝
里
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
を
建
設
し
、
一
気

に
ス
キ
ー
小
屋
が
5
つ
に
増
え
た
。

　

北
海
タ
イ
ム
ス
の
29
年
（
昭
和
4
年
）

元
旦
の
紙
面
で
は
、
こ
の
5
つ
の
ス
キ
ー

小
屋
に
、
同
じ
時
期
に
完
成
し
た
豊
平
川

本
流
沿
い
の
帝
室
林
野
局
の
造
林
小
屋
の

二
股
小
屋
を
加
え
て
、「
定
山
渓
を
中
心

と
し
て
大
理
想
郷
に　

六
箇
全
部
完
成
さ

る
」
の
見
出
し
を
付
け
て
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

に
と
っ
て
の
福
音
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い

る
（
写
真
❺
）。
こ
の
紙
面
に
、
当
時
社

会
部
長
だ
っ
た
裸
石
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
6
つ
の
山
小
屋
の
中
で
、
中
山

ヒ
ュ
ッ
テ
は
収
容
規
模
が
40
人
規
模
と
大

き
く
、
北
大
ス
キ
ー
部
関
連
の
小
屋
で
は

な
く
裸
石
自
身
が
幹
事
を
務
め
て
い
た
北

海
道
山
岳
会
の
小
屋
で
あ
っ
た
た
め
、
使

い
勝
手
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
完
成
か

ら
5
カ
月
後
の
29
年
3
月
に
裸
石
は
、

北
海
タ
イ
ム
ス
の
社
会
部
長
で
あ
り
事
業

部
長
と
い
う
立
場
を
生
か
し
、
同
社
の
主

催
事
業
と
し
て
、
中
山
ヒ
ュ
ッ
テ
の
開
場
式

を
兼
ね
た
、
喜
茂
別
側
か
ら
の
「
山
岳
ス

キ
ー
行
」
を
企
画
（
写
真
❻
❼
）。
札
幌

か
ら
鉄
道
で
喜
茂
別
入
り
し
た
66
人
が
参

加
し
て
、
大
々
的
に
実
施
さ
れ
た
。
北
海

タ
イ
ム
ス
紙
面
に
は
、
ヒ
ュ
ッ
テ
の
開
場
式
、

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
模
様
の
単
発
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
と
、3
回
の
連
載
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

裸
石
自
身
は
コ
ラ
ム
「
熊
の
目
」
で

「
ヒ
ユ
ツ
テ
中
の
盟
主
た
る
の
観
が
あ
る
」

「
ヒ
ユ
ツ
テ
は
開
か
れ
た　

行
け
行
け
ス

キ
ー
ヤ
ー
」
と
書
い
た
。

　

こ
の
年
12
月
の
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
面
で

裸
石
は
、
自
作
の
「
北
海
道
の
ス
キ
ー
民

謡
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
の
歌
詞
が

綴
ら
れ
て
お
り
、
手
稲
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ッ

テ
、
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
ヒ
ュ
ッ
テ
、
空
沼
ヒ
ュ
ッ

テ
、
中
山
ヒ
ュ
ッ
テ
が
登
場
し
、
ス
キ
ー
と

山
小
屋
へ
の
熱
い
思
い
が
あ
ふ
れ
る
。

▼
ス
キ
ー
で
行
く
な
ら
手
稲
の
山
よ
　

一い
っ
し
ゃ
せ
ん
り

瀉
千
里
で
麓
ま
で
　
サ
ツ
サ
飛
ば
せ
よ
　

パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ユ
ツ
テ
　
雁が

ん
ぴ
だ
い
ら

皮
平
も
程
近

い
　
ホ
ラ
、
シ
ー
ハ
イ
ル
、
シ
ー
ハ
イ
ル
▼

ユ
ー
ト
ピ
ア
は
手
稲
の
奥
に
　
雪
の
殿
堂
、

ゆ
め
の
国
　
バ
ー
ジ
ン
ス
ノ
ー
に
　
シ
ユ

プ
ー
ル
残
し
　
森
の
し
じ
ま
に
吸
は
れ
ゆ

く
　
ホ
ラ
、
シ
ー
ハ
イ
ル
、
シ
ー
ハ
イ
ル
▼

銭
函
峠
の
針
葉
樹
林
　
越
せ
ば
ヘ
ル
ベ
チ

ア
樺
の
中
　
朝
里
岳
か
ら
雪
や
吹
き
捲ま

い

た
　
サ
ツ
サ
帰
ろ
よ
日
が
暮
れ
る
　
ホ
ラ
、

シ
ー
ハ
イ
ル
、
シ
ー
ハ
イ
ル
▼
霧
氷
花
咲

く
空
沼
ヒ
ユ
ツ
テ
　
月
は
冴
え
た
ぞ
万
計

沼
　
星
の
光
か
タ
ン
ネ
の
彼
方
　
都
、
札

幌
灯
が
見
え
る
　
ホ
ラ
、シ
ー
ハ
イ
ル
、シ
ー

ハ
イ
ル
▼
雪
の
中
山
ヒ
ユ
ツ
テ
の
ま
ど
ゐ
　

ス
キ
ー
話
に
夜
は
更
け
た
　
明
日
は
無
意

根
の
ヌ
プ
リ
を
越
え
て
　
い
で
湯
下
り
か

胸
お
ど
る
　
ホ
ラ
、
シ
ー
ハ
イ
ル
、
シ
ー
ハ

イ
ル
〈
以
下
略
〉

理
想
の
山
小
屋
を
求
め
て

　

裸
石
は
1
9
3
1
年
（
昭
和
6
年
）

1
月
、
北
海
タ
イ
ム
ス
に
「
ス
キ
ー
を
語

る
」
と
い
う
7
回
の
連
載
記
事
を
書
い
た

が
、
そ
の
4
回
目
に
「
ス
キ
ー
適
地
と

火ヒ
ュ
ッ
テ

湯
亭
」
と
題
し
た
記
事
（
31
年
1
月

25
日
）が
あ
る（
写
真
❽
）。「
山
小
屋
の
鎖
」

構
想
に
沿
っ
て
札
幌
西
部
に
次
々
と
で
き

▶  ❹中山ヒュッテ完成時の記事 ＝ 北海タイムス 1928 年 11 月 18 日付

▶  ❺札幌西部の山に６つの山小屋が完成したことを報じる記事
＝ 北海タイムス 1929 年元旦付

▶  ❼中山ヒュッテ開きと山岳スキー大会を報じる
記事 ＝ 北海タイムス 1929 年 3 月26日付

▶  ❻中山ヒュッテ開きを兼ねた山岳スキー大会の参加者
募集の社告   = 北海タイムス 1929 年 3 月 14 日付

❽「スキー適地と火湯亭」=北海タイムス1931年1月25日付
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た
山
小
屋
と
ス
キ
ー
適
地
を
め
ぐ
り
持

論
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
が
、
先
行
し
て

で
き
て
い
た
小
屋
に
関
し
て
、
平
地
滑
走

が
長
く
「
徒

い
た
ず
らに

労
多
く
し
て
痛
快
味
が
極

め
て
少
な
い
、
今
後
は
ス
キ
ー
イ
ン
グ
の

火ヒ
ュ
ッ
テ

湯
亭
す
な
わ
即
ち
往
復
と
も
ス
キ
ー
享

楽
本
位
の
火ヒ

ュ
ッ
テ

湯
亭
が
ほ
し
い
も
の
だ
」
と

し
て
、
ス
キ
ー
滑
降
向
き
の
適
地
選
び
の

重
要
さ
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
「
火ヒ

ュ
ッ
テ

湯
亭

は
番
人
を
置
く
に
限
る
」「
番
人
の
居
な
い

小
屋
は
忽

た
ち
ま
ち
豚
小
屋
同
然
と
化
す
」
と
し

て
、
小
屋
へ
の
管
理
人
（
番
人
）
配
置
を

理
想
と
す
る
論
を
展
開
し
て
い
る
。　

　

さ
ら
に
呼
称
に
つ
い
て
、「
小
屋
の
名
は

判
り
易
く
簡
単
で
日
本
語
が
い
い
、
ヘ
ル
ベ

チ
ュ
ア
と
か
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
か
バ
タ
臭
く
つ

け
な
け
れ
ば
小
屋
の
気
分
が
出
ぬ
と
は
限

ら
ぬ
」
な
ど
と
書
い
た
。

　

そ
の
1
年
後
の
32
年
（
昭
和
7
年
）

2
月
、
裸
石
は
北
海
タ
イ
ム
ス
に
、「
大

衆
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
火ヒ

ュ
ッ
テ

湯
亭
を
解
放
せ
よ
」と

「『
ス
キ
ー
火ヒ

ュ
ッ
テ

湯
亭
』
の
鍵
の
時
代
は
過
ぎ

た
」（
上
下
2
回
）
と
い
う
署
名
記
事
を

3
回
に
分
け
て
書
い
た（
写
真
❾
）。
曰
く
。

「
規
則
づ
く
め
で
服
従
さ
せ
や
う
と
す
る

の
は
あ
ま
り
に
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
気
持
ち
を

傷
つ
け
且か

つ

山
小
屋
を
建
て
た
精
神
に
も
も

と
る
」「
山
小
屋
は
大
衆
を
無
視
し
て
は

其そ
の

存
在
権
が
な
い
の
だ
か
ら
〈
中
略
〉
大

衆
に
向
か
つ
て
解
放
せ
よ
と
絶
叫
す
る
も

の
で
あ
る
」「
大
衆
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
最
も
頻

繁
に
休
泊
す
る
小
屋
に
は
必
ず
小
屋
番
を

常
置
す
る
こ
と
だ
」「
管
理
の
任
に
当
た
る

者
は
絶
え
ず
監
督
巡
視
の
必
要
が
あ
ら
う
」

「
御
料
地
に
建
て
ら
れ
た
火ヒ
ュ
ッ
テ

湯
亭
は
個
人

の
専
有
で
は
な
い
。
速
や
か
に
鍵
を
放
棄

し
て
大
衆
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
為
に
喜
ん
で
門

戸
を
解
放
さ
れ
ん
事
を
希
望
す
る
」。

　

山
小
屋
は
、
管
理
人
を
配
置
し
た
上

で
一
般
大
衆
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
た
め
に
広
く

開
放
す
べ
き

—

と
い
う
の
が
、
裸
石
の
持

論
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
28
年
竣
工

の
北
海
道
山
岳
会
の
中
山
ヒ
ュ
ッ
テ
に
続

き
、
鉄
道
省
・
札
幌
鉄
道
局
が
30
年
に
奥

手
稲
山
に
建
て
た
奥
手
稲
山
の
家
に
も
そ

そ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
残
さ
れ

た
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
わ
け
だ
が
、
裸

石
は
そ
れ
以
上
の
快
適
さ
と
居
心
地
良
さ

を
求
め
、
管
理
人
を
配
置
し
て
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
を
重
視
し
、
分
か
り
や
す
い
呼

称
の
ス
キ
ー
小
屋
を
脳
裏
に
描
い
た
。
そ

ん
な
思
い
が
結
実
す
る
の
が
春
香
山
の
銀

嶺
荘
で
あ
る
。

「
絶
好
の
場
所
」
で
実
現

　

裸
石
は
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
11

月
18
～
20
日
、「
春
香
山
の
銀
嶺
荘　

土

地
選
定
か
ら
建
設
迄
」
と
題
し
た
３
回
の

署
名
記
事
を
書
い
て
い
る
（
写
真
❿
）。

　

札
幌
と
小
樽
の
中
間
に
位
置
す
る
春
香

山
（
９
０
７
㍍
）
に
つ
い
て
、「
火
坊
主
の

ゲ
レ
ン
デ
は
常
に
ア
ス
ピ
リ
ン
の
や
う
な

雪
を
保
つ
て
緩
急
お
好
み
次
第
の
ス
ロ
ー

プ
が
展
開
し
て
い
る
」
と
ス
キ
ー
適
性
が

❾「大衆スキーヤーに火湯亭を解放せよ」   = 北海タイムス 1932 年 2 月 1 日付（右下）

▶

　  「『スキー火湯亭』の鍵の時代は過ぎた」  = 北海タイムス1932 年 2 月16日付（右上）▶

▶

  「 『スキー火湯亭』の鍵の時代は過ぎた（下）  」   = 北海タイムス 1932年 2 月17日付（左中）

    ❿「春香山の銀嶺荘　土地選定から建設迄」の連載記事＝北海タイムス 1934 年 11 月 18 日～ 20 日付  ▶

 
▶

   ⓬銀嶺荘竣工と開荘、一般開放を伝える記事＝北海タイムス 1934 年 12 月 18 日付
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抜
群
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、「『
こ

ん
な
い
い
山
に
ヒ
ユ
ツ
テ
で
も
あ
っ
た
ら
』

と
い
ふ
念
願
は
春
香
山
を
訪
れ
る
人
々
の

ひ
と
し
く
口
を
衝つ

い
て
出い

づ
る
言
葉
で
あ
つ

た
」
と
し
て
、
山
岳
ス
キ
ー
に
理
解
あ
る

人
や
、
最
寄
り
の
銭
函
駅
を
抱
え
る
札
幌

鉄
道
局
に
小
屋
建
設
の
話
を
持
ち
込
ん
で

み
た
が
、
実
現
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
「『
い
や

他
力
本
願
で
は
駄
目
だ
』
と
、
多
大
の
犠

牲
を
払
つ
て
愈

い
よ
い
よ

北
海
タ
イ
ム
ス
社
で
建
設

す
る
事
に
き
め
た
の
だ
」
と
振
り
返
っ
て
い

る
。

　

当
時
、
北
海
タ
イ
ム
ス
社
で
編
集
と
事

業
の
両
面
で
中
枢
に
居
た
裸
石
に
と
っ
て
、

新
聞
社
と
し
て
山
小
屋
を
持
つ
経
営
判
断

は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

裸
石
は
そ
の
年
の
１
月
、
銭
函
峠
か
ら

春
香
山
周
辺
に
入
り
、
山
頂
の
東
側
、
春

香
山
の
登
路
に
あ
り
水
の
便
が
良
い
春
香

山
８
合
目
、
標
高
７
１
０
㍍
付
近
を
「
絶

好
の
場
所
」
と
定
め
て
、
他
の
山
小
屋
を

参
考
に
あ
れ
こ
れ
思
案
し
た
結
果
を
踏
ま

え
て
道
庁
建
築
課
に
設
計
を
依
頼
し
、
５

月
に
担
当
者
と
と
も
に
再
度
現
地
を
訪
れ

て
設
計
図
面
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
銀
嶺
荘
が
34
年
12
月
上
旬
に

完
成
し
、
12
月
４
日
の
北
海
タ
イ
ム
ス
に

雪
を
被
っ
た
銀
嶺
荘
の
外
観
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
（
写
真
⓫
）。
小
屋
は
建
坪
84
坪

の
木
造
3
階
建
て
、１
階
に
厨
房
と
食
堂
、

ト
イ
レ
、
２
・
３
階
に
合
計
51
ベ
ッ
ド
を
配

し
、最
大（
宿
泊
）収
容
人
数
１
３
０
人
で
、

当
時
の
道
内
の
山
小
屋
と
し
て
は
最
大
の

規
模
だ
っ
た
。12
月
18
日
の
紙
面
で
は
、「
春

香
山
に
建
設
し
た
本
社
銀
嶺
荘
竣
工　

開

荘
は
二
十
三
日　

一
般
開
放
は
二
十
五
日

の
朝
か
ら
」
の
見
出
し
と
と
も
に
５
枚
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
、「
銀
嶺
荘
主
人　

河

合
裸
石
」
の
名
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
写

真
⓬
）。

　

記
事
で
は
、
裸
石

は
「
小
屋
に
は
コ
ツ
ク

が
住
み
込
ん
で
ゐ
て
一

品
料
理
や
ビ
ー
ル
位

の
需
に
応
じ
て
ゐ
る
か

ら
可
愛
が
つ
て
ほ
し
い
」

「
八や

釜か
ま

し
い
規
則
づ

く
め
で
な
く
皆
さ
ん
の

ヒ
ュ
ツ
テ
と
し
提
供
し

感
じ
よ
く
親
切
を
モ
ツ

ト
ー
と
し
た
い
」

と
述
べ
、
銀
嶺
荘

へ
の
思
い
入
れ
の

強
さ
が
に
じ
む
。

　

そ
の
後
の
北

海
タ
イ
ム
ス
紙

面
で
は
、
迷
い

や
す
か
っ
た
銀

嶺
荘
か
ら
銭
函
へ

の
滑
降
ル
ー
ト
、
朝
里
岳
や
奥
手
稲
山
方

面
へ
の
ル
ー
ト
上
に
指
導
標
を
設
置
し
た

り
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
安
全
祈
願
の
た
め

に
春
香
山
山
頂
に
札
幌
・
三
吉
神
社
の
分

社
と
し
て
「
ス
キ
ー
神
社
」
を
鎮
座
さ
せ

（
写
真
⓭
）、
銀
嶺
荘
に
「
春
香
山
・
ス
キ
ー

神
社
」
の
ス
タ
ン
プ
を
配
置
（
写
真
⓮
）、

公
衆
電
話
が
架
設
さ
れ
た
（
写
真
⓯
⓰
）

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
全
て
が
、「
銀
嶺
荘
主
人
」
を
名

乗
る
裸
石
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
小
屋
で
開
い
た
山
の
座
談
会
が

ラ
ジ
オ
で
全
国
中
継
さ
れ
た
り
、
北
海
タ

イ
ム
ス
社
が
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど
の

主
催
事
業
で
も
た
び
た
び
使
っ
た
。
札
幌

駅
―
最
寄
り
の
銭
函
駅
に
は
、
ス
キ
ー
列

車
「
銀
嶺
号
」
が
運
行
、
リ
フ
ト
や
ゴ
ン

ド
ラ
が
あ
る
ス
キ
ー
場
が
な
い
時
代
、
天

然
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
多
く
の
人
が
利
用
、

37
年
（
昭
和
12
年
）
当
時
の
紙
面
で
は
ス

キ
ー
客
の
利
用
が
１
シ
ー
ズ
ン
１
万
人
に

達
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

建
て
替
え
後
に
東
海
大
に
寄
贈

　

銀
嶺
荘
生
み
の
親
で
あ
る
裸
石
は
胃
が

ん
の
た
め
1
9
4
1
年
（
昭
和
16
年
）

に
亡
く
な
っ
た
が
、そ
の
翌
年
、「
一
県
一
紙
」

を
掲
げ
た
国
の
新
聞
統
合
策
に
伴
い
、
北

海
タ
イ
ム
ス
な
ど
道
内
11
新
聞
は
統
合
し

て
北
海
道
新
聞
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と

で
、
北
海
タ
イ
ム
ス
社
の
銀
嶺
荘
は
北
海

道
新
聞
社
の
銀
嶺
荘
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
標
高
7
1
0
㍍
と
い
う
立
地
ゆ

え
、
寒
冷
と
豪
雪
は
木
造
の
小
屋
の
老
朽

化
を
い
や
お
う
否
応
な
く
進
行
さ
せ
、
補

修
を
繰
り
返
し
た
末
に
48
年
（
昭
和
23
年
）

11
月
に
使
用
不
能
に
陥
っ
た
と
さ
れ
る
。

北
海
道
新
聞
社
は
そ
の
4
年
後
、
11
紙

統
合
の
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
山
荘
の

再
建
を
発
表
し
、
数
年
間
の
準
備
を
経
て

建
設
場
所
を
東
に
約
50
㍍
移
動
さ
せ
て
60

年
（
昭
和
35
年
）
12
月
、
元
の
山
小
屋
よ

り
大
き
い
木
造
3
階
建
て
で
、
ス
キ
ー
置

き
場
、
ポ
ー
チ
、
管
理
人
室
、
炊
事
室
、

洗
面
所
、
男
女
別
の
ト
イ
レ
を
併
設
し
た
、

管
理
人
（
番
人
）
が
常
駐
す
る
山
小
屋
と

し
て
新
た
な
銀
嶺
荘
が
誕
生
し
た
（
写
真

⓱
）。

　

完
成
時
の
北
海
道
新
聞
で
は
「
木
造
三

階
建
、
約
三
百
三
十
平
方
㍍
、
五
十
人
の

宿
泊
施
設
と
約
百
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
休

憩
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ン
モ
ス
・
ヒ
ュ
ッ

テ
」
と
紹
介
、
そ
の
後
の
記
事
で
は
、
当

時
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
に
も
支
え
ら
れ
、
賑

わ
い
ぶ
り
も
報
じ
ら
れ
て
い
た（
写
真
⓲
）。

　

北
海
道
新
聞
社
で
は
、
ス
キ
ー
教
室
、

山
菜
採
り
、
登
山
会
な
ど
で
も
使
っ
た
こ

と
が
社
告
や
記
事
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
北
海
タ
イ
ム
ス
時
代
か
ら
の
初
代

管
理
人
、
本
郷
学
二
郎
氏
（
1
9
3
4

～
72
年
勤
務
、
中
断
期
間
あ
り
）
が
病
気

療
養
し
た
こ
と
で
、
管
理
人
不
在
と
な
り
、

い
っ
た
ん
閉
鎖
さ
れ
た
の
を
機
に
、
74
年

（
昭
和
49
年
）
に
東
海
大
に
寄
贈
さ
れ
る

に
至
っ
た
（
写
真
⓳
）。

　

東
海
大
移
譲
後
も
、
裸
石
が
描
い
た
一

般
大
衆
に
広
く
開
放
さ
れ
た
小
屋
の
伝
統

は
受
け
継
が
れ
、
第
2
代
・
田
村
登
志

男
管
理
人
（
1
9
7
4
～
87
年
勤
務
）、

第
3
代
・
竹
本
勝
管
理
人
（
1
9
8
8

～
2
0
0
8
年
勤
務
）、
第
4
代
・
平

田
和
正
管
理
人
（
2
0
0
8
～
22
年
勤

務
）
の
も
と
、
東
海
大
の
学
生
に
限
ら
ず

多
く
の
一
般
の
ス
キ
ー
愛
好
者
や
登
山
者

ら
が
利
用
し
、
北
海
道
で
は
貴
重
な
管
理

人
常
駐
の
山
小
屋
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

学
外
の
一
般
利
用
者
の
宿
泊
費
・
休
憩

費
も
破
格
の
安
さ
で
あ
り
、
年
間
の
維
持

費
を
考
え
る
と
、
東
海
大
の
経
済
的
負
担

は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

2
0
2
0
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て

利
用
者
が
激
減
し
た
こ
と
で
、
大
学
側
は

22
年
に
閉
鎖
を
決
め
る
に
至
っ
た
。
閉
鎖

時
、
ポ
ー
チ
部
分
の
破
損
が
認
め
ら
れ
た

が
、
本
体
は
ま
だ
ま
だ
使
え
そ
う
に
思
わ

れ
た
。
学
内
で
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
末
、

大
学
側
は
最
終
的
に
解
体
を
決
め
て
、
23

年
6
月
に
業
者
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
、

現
在
は
更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

札
幌
西
部
の
山
々
で
大
正
末
期
に
始

ま
っ
た
「
山
小
屋
の
鎖
」
構
想
の
1
つ
の

ピ
ー
ス
を
担
っ
た
銀
嶺
荘
が
な
く
な
り
、

残
っ
た
ス
キ
ー
小
屋
の
ピ
ー
ス
は
8
つ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
一
般
大
衆
が
関

わ
っ
た
山
小
屋
と
し
て
銀
嶺
荘
は
そ
の
代

表
格
で
あ
り
、
特
異
な
存
在
だ
っ
た
だ
け

に
、
正
直
な
と
こ
ろ
喪
失
感
は
大
き
い
。

　

大
都
市
近
郊
で
は
世
界
的
に
も
珍
し
い

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
た
め
の
山
小
屋
群
に
息

を
吹
き
込
み
、
多
く
の
人
々
と
の
接
点
を

つ
な
い
だ
裸
石
の
取
り
組
み
を
記
録
と
し

て
残
し
て
お
き
た
く
、
ペ
ン
を
執
っ
た
こ
と

を
末
筆
な
が
ら
記
し
た
い
。

（
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
支
部
長
）

⓫北海タイムス 1934 年 12 月 4 日付

⓯北タイ 37年1月19日付⓰北タイ37年1月21日付 ⓮北タイ 37年11月18日付 ⓭北タイ 37年10月17日付

⓱北海道新聞社が再建した新たな 銀嶺荘の完成と一般開放を報じる記事 
＝ 北海道新聞 1960 年 11 月26日付
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   ▶ ⓲北海道新聞 1960 年 12 月 16 日付

   ⓳銀嶺荘の東海大への譲渡を伝える記事▶
＝北海道新聞 1974 年 4 月 20 日付


